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16 総合評価技術提案・履行確認

その他　各考査項目毎の採点は考査項目別運用表によるものとし、検査職員の評価に先立ち監督職員及び総括監督職員が行う。

所       　　　     見

評定点合計は、四捨五入により整数とする。

＋　　　　　　⑥法令遵守等　（

法令遵守等の評価は、総括監督職員が行う。

履行　　不履行　　対象外

評定点＝６５点＋１～３の評定（加減点合計）＋４～６の評点（加点合計）

⑥　 点

総合評価技術提案・履行確認の評価は、技術提案内容の履行が確認できない場合は「不履行」を選択する。
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点）×０．２＋（④ 点）×０．４＝

工事特性は、当該工事特有の難度の高い条件（構造物の特殊性、特殊な技術、都市部等の作業環境・社会条件、厳しい自然・地盤条件、長期工事における安全確保等）に対して、適切に対応したことを評価する項目である。監督職員からの報告を受けて、総括監督職員が評価

を行う。

創意工夫は、工事特性のような難度を伴わない工事において、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき便益があった場合に評価する項目である。
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